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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

事業番号 05 05 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○人生100年時代を迎え、超高齢化社会の進行、人口減少化の中で、高齢者を取り巻く環境や社会的
ニーズが大きく変わり、高齢者が経験や知識を活かし、生きがいを持って、就業や社会活動等を行うこと
により、地域を支える担い手として活躍できる社会づくりが求められている。
○生きがいを持って生活している高齢者の割合は８割を超えているが、65歳以上高齢者の①週1回以上
の収入のある仕事への参加率:21.9％②月1回以上ボランティアへの参加率：11.5％と全体の2割程度に
留まっている。［H28長野県「高齢者生活・介護に関する実態調査｣］

令和元年度
補正後額

170,836 千円

職員数 3.00 人

kenko-zoshin@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 人生二毛作社会推進事業
部局 健康福祉部

5-3 人生二毛作社会の実現

課・室 健康増進課

実施期間 S34 E-mail

当初予算 147,762 169,089 169,973 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末

30年度末
（見込）

令和元年度前年度繰越
予
算
額 補正予算 913 553 863

合計（A) 148,675 169,642

目指す姿

○シニア層が、培ってきた知識と経験を社会活動や仕事で活かし、地域の担い手として元気に活躍できる人生二毛作社会の確立を目指す。
○単位老人クラブ及び市町村老人クラブ連合会が行う、生きがい・健康づくり活動、社会参加活動への助成や県老人クラブ連合会に活動推
進員を設置し各事業を支援すること等により、高齢者の生きがいづくり、地域づくりの促進を目指す。

（主な実施内容：　長野県長寿社会開発センター事業への補助及びシニア活動推進コーディネーターの設置、老人クラブ・市町村老連・県老
連事業への助成など）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 123,501 144,993 147,290

　国庫支出金 25,124 24,649 23,546

　県　債

193,948 195,490

3.00

　その他 50 0 0

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

29年度 30年度 元補正後 指標及びその達成状況

170,836

3 3

1
シニア大学卒業後のボランティ
ア活動・市民活動実施（予定）

率
37.5 44.2 44.2

146,152 162,933

補正により取り組む

事業内容
平成30年度在宅福祉事業補助金の確定清算により、国庫返還を行う

成果指標
設定理由

 概算人件費 （Ｃ） 24,306 24,306 24,654

 概算事業費（B（A）+C） 170,458

細事業名

74,861

・シニア活動推進コーディネーターの配置（センターへの補助）
・人生二毛作社会推進県民会議の開催

1.80 47,157 47,157

センターが行う、シニア大学の企画・運営、信州ねんりんピックの開
催、全国健康福祉祭への選手派遣等に係る事業費の補助

0.20 74,861

８つの重点目標 健康寿命

合計 3.10 169,973 863 170,836

48,818

・単位老人クラブ及び市町村老人クラブ連合会の活動への助成
・県老人クラブ連合会における活動推進員設置に係る人件費、研
修会開催等への助成
・県内男女最高齢者に祝品・祝状、年度内100歳到達者に祝状を
贈呈
・高齢者福祉に係る知事表彰
・平成30年度在宅福祉事業費補助金国庫返還金

1.10 47,955 863高齢者生きがい推進事業

人生二毛作社会推進事業

長野県長寿社会開発センター運営事業補助金

（人） （補正前） （2月補正） （補正後）
No 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度

mailto:kenko-zoshin@pref.nagano.lg.jp

